
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

特別編 地域連携室“あざれあ”便り 

東広島地区医師会では、在宅医療・介護連携の深化を目指して2013年（平成25年）12月に

「在宅医療診療報酬検討委員会」が発足しました。委員会事務局は、地域連携室あざれあ が務め

ています。 

委員会として最初に取り組んだのは、地域の在宅医を増やすために在宅医療診療報酬について

学びを深めることでした。手探りの状態で始めた委員会ですが、実務を担う医療事務の人たちに声

をかけ、各自が参考資料を持ち寄り、小さな勉強会を重ねていきました。それまでは各医療機関で

行っていた診療報酬業務でしたが、情報共有することによってお互いの理解が深まり、地域全体の 

在宅医療のレベルアップにつながったように思います。 

 

 

紅葉が一気に進み、秋が深まってきました。 

今回は、在宅医療・介護連携強化のために 

継続的に開催している「診療報酬セミナー」に 

ついてご紹介します。 

小さな勉強会から始まった「在宅医療診療報酬検討委員

会」ですが、2017年（平成 29年）からは、より充実した内容

にするために専門家にサポートを依頼しました。委員会の勉強

会のサポートや、診療報酬改定時の説明会など、現在はウィー

メックス株式会社（旧ＰＨＣメディコム株式会社）に協力

を得ています。協力を依頼して、今年で 7 年になります。 

 

 

１） 開催日時； 

2024年11月7日（木）18：30～20：30 

２） テーマ； 

「クリニックにおける令和6年改定の徹底攻略と 

増収・増患に向けた経営戦略とその具体策」 

３） 講師；ウィーメックス株式会社  

ヘルスケア IT事業部 営業戦略部 トレーニング課  

中島啓氏さん 

今年度は、4月に「診療報酬改定情報セミナー」、11月に「診療報酬フォローアップセ

ミナー」を開催しました。セミナー終了後には、講師が各医療機関からの質問対応時間を

設けて下さっています。参加者にとっては、セミナーに参加することが算定のポイント整

理やレセプト業務の不安解消、また他機関との情報交換につながっています。今後も在宅

医療・介護連携の強化に向けて、診療報酬からのアプローチも続けたいと考えています。                                

今回のセミナーの内容については、次の通りです。 

 

セミナー風景；写真提供 ウィーメックス株式会社 


